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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

日奈久の人口
（９月末現在）

男 1,077人
女 1,283人
計 2,360人
(前月比-6人)

(2009年末3,444人)

令和５年１１月号
（第１７１号）

発行者

日奈久住民自治会

11月の行事から
3日(金) 文化の日
マイナンバー申請窓口設置
(3日、25日、26日）

11日(土)日奈久中学校文化祭
15日(水)温泉神社例大祭
23日(木) 勤労感謝の日

<住民自治会関係会議等>
13日(月)市政協力員例会
16日(木)運営委員会
17日(金)広報部会

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

10
月
16
日(

月)

開
催
の
運
営
委
員
会
か
ら
、

主
な
事
項
を
お
伝
え
し
ま
す
。

○
町
内
連
絡
委
員
会

・
日
奈
久
小
学
校
の
避
難
所
は
、
体
育
館
か
ら

教
室
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

○
生
活
環
境
部
会

・
10
月
28
日(

土)

午
前
６
時
30
分
か
ら
の
津

森
小
学
校
遭
難
の
碑
広
場
の
清
掃
後
、
新
開
町

旧
若
竹
保
育
園
に
あ
る
保
管
品
の
整
理
を
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
事
務
局

・
10
周
年
記
念
タ
オ
ル
は
、
10
月
13
日
か
ら
各

町
内
に
配
布
を
開
始
し
ま
し
た
。

・
第
11
回
シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
が
11
月
11
日
～
球

磨
川
河
川
敷
緑
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
歓
迎
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
日
奈
久
温
泉
神
社
イ
ベ
ン
ト
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

住
民
自
治
会
運
営
委
員
会
か
ら

10
月
19
日
（
木
）
に
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
日
奈

久
温
泉
の
試
食
会
が
，
16
人
の
関
係
者

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
盛
り
付
け
方

や
量
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

試
食
の
後
、
彩
り
・
食
べ
や
す
さ
・

味
な
ど
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
試
し
な

10
月
２
日
（
月
）
日
奈
久
中
学
校
で
全

校
生
徒
対
象
に
、
防
災
教
育
の
モ
デ
ル
授

業
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
防
災
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
の
早
田

蛍
氏
が
行
い
ま
し
た
。
日
奈
久
防
災
会
の

桑
原
秀
文
会
長
も
子
供
た
ち
が
ど
の
よ
う

な
学
び
を
し
て
い
る
か
参
観
し
ま
し
た
。

早
田
氏
は
、
ま
ず
動
画
や
写
真
を
見
せ

な
が
ら
、
防
災
の
基
礎
知
識
を
お
さ
え
た

後
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
探
し
方
や
見
方

を
生
徒
一
人
一
人
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
実
際

に
操
作
さ
せ
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
あ
る
架
空
の
地
域
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
見
て
、
Ａ
地
点
か
ら
避
難
所

ま
で
避
難
す
る
の
に
、
何
を
持
っ
て
い
く

の
か
、
い
つ
避
難
の
行
動
を
と
る
の
か
、

避
難
す
る
と
き
は
ど
の
ル
ー
ト
を
通
る
の

か
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
で
考
え
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
内
で
「
小
さ
な
子
供

が
い
る
の
で
・
・
・
」
「
こ
こ
を
通
る
と

土
砂
崩
れ
が
・
・
・
」
「
情
報
を
収
集
す

る
た
め
に
は
・
・
・
」
な
ど
活
発
な
意
見

を
出
し
て
い
ま
し
た
。
出
た
意
見
は
付
箋

紙
に
書
き
、
そ
れ
を
広
用
紙
に
貼
っ
て
い

き
、
班
ご
と
に
代
表
者
が
発
表
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
日
奈
久
で
災
害
が
起
き
た
と

き
に
ど
う
す
る
の
か
時
系
列
に
記
す
「
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
、
い
ざ
と

い
う
時
の
心
の
備
え
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

９
月
29
日
（
金
）
に
き
れ
い
な
満
月

の
中
、
約
１
０
０
人
の
参
加
者
、
見
学

者
の
も
と
十
五
夜
綱
引
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

24
日(

日)

７
町
内
が
合
同
で
綱
練
り

を
し
ま
し
た
。
練
っ
た
綱
は
、
ば
ん
ぺ

い
湯
前
に
展
示
を
し
て
い
ま
し
た
。

29
日(

金)

午
後
７
時
、
お
ご
そ
か
な

雰
囲
気
の
中
、
小
林
宮
司
に
よ
っ
て
神

事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
五
夜
保

存
会
町
田
会
長
を
は
じ
め
４
人
の
玉
串

奉
納
が
あ
り
、
神
事
は
終
了
し
ま
し
た
。

次
に
、
今
回
は
曳
き
回
し
は
せ
ず
に
、

縄
を
会
場
ま
で
移
動
さ
せ
る
と
、
約
35

ｍ
の
綱
が
見
え
な
く
な
る
く
ら
い
人
が

集
ま
り
、
綱
を
持
ち
ま
し
た
。
ピ
ス
ト

ル
の
合
図
で
一
斉
に
綱
を
引
き
、
久
し

ぶ
り
に
で
き
る
綱
引
き
に
喜
び
の
表
情

が
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。
提
灯
も
中
央

に
集
ま
り
、
十
五
夜
の
雰
囲
気
を
高
め

て
く
れ
ま
し
た
。
３
回
の
綱
引
き
が
あ

り
、
結
果
に
一
喜
一
憂
し
大
き
な
歓
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。
観
光
客
も
浴
衣

姿
で
飛
び
入
り
参
加
し
、
往
年
の
綱
引

き
を
彷
彿
さ
せ
ま
し
た
。
福
岡
県
か
ら

ほ
う
ふ
つ

来
た
観
光
客
は
、
「
金
波
楼
の
建
物
に

感
動
し
、
温
泉
神
社
の
歴
史
に
感
銘
を

受
け
、
老
若
男
女
が
楽
し
く
参
加
す
る

綱
引
き
に
飛
び
入
り
参
加
さ
せ
て
頂
き
、

我
々
に
と
っ
て
は
忘
れ
ら
れ
な
い
一
日

に
な
り
ま
し
た
。
」
と
、
感
想
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

な
お
、
大
坪
町
、
山
下
町
、
竹
之
内

町
で
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
五
夜
綱
引
き

４
年
振
り
に
開
催

観光客も飛び入り参加しての

十五夜綱引き

「命
の
大
切
さ
」を
学
び
合
う

津
森
小
５
年
生
と

日
奈
久
小
５
年
生
の
交
流

今
か
ら
20
年
ほ
ど
前
の
こ
と
、
南
九
州

道
二
見
ト
ン
ネ
ル
の
馬
越
側
で
の
工
事
に

ま
つ
わ
る
ウ
ソ
の
よ
う
な
ホ
ン
ト
の
話
。

（
そ
の
１
）
ト
ン
ネ
ル
に
さ
し
か
か
る
陸

橋
橋
脚
の
基
礎
工
事
の

と
き
で
あ
っ
た
。
バ
ッ

ク
フ
ォ
ー
で
掘
削
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
重
機
が

土
に
沈
み
込
ん
で
い
く

と
い
う
不
思
議
な
出
来

事
が
何
度
も
起
き
た
。

工
事
の
安
全
に
危
機
感

を
持
っ
た
施
工
業
者
は
、

神
官
に
二
度
も
お
祓
い
を
し
て
も
ら
っ
て
、

そ
の
不
思
議
な
現
象
は
起
き
な
く
な
っ
た

と
い
う
。

（
そ
の
２
）
ト
ン
ネ
ル
内
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
事
が
ひ
と
と
お
り
済
ん
だ
あ
る
日
の

こ
と
。
馬
越
側
入
り
口
近
く
の
ト
ン
ネ
ル

内
で
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
に
載

せ

て

い

た

「
バ
ル
ー
ン

型
照
明
器
」
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
発
電

機
も
軽
ト
ラ
ッ
ク
も
エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
て

一
日
の
作
業
を
終
わ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
夜
、
人
気
も
な
い
の
に
照
明
器
も
軽

ひ
と
け

ト
ラ
ッ
ク
も
燃
え
て
し
ま
っ
た
。

（
そ
の
３
）
同
じ
馬
越
側
ト
ン
ネ
ル
入
り

口
付
近
で
の
事
で
あ
っ
た
。
舗
装
工
事
を

行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
機
械
が
調
子
が
悪
く
、
何
度
や
り
直
し

て
も
舗
装
面
が
傾
き
、
高
さ
調
整
に
苦
労

し
た
そ
う
だ
。

い
ず
れ
も
原
因
不
明
で
、
当
時
の
作
業

員
は
不
思
議
な
現
象
に
困
惑
し
た
そ
う
で

あ
る
。

※
当
時
の
工
事
関
係
者
の
話
を
ま
と
め

ま
し
た
。

ウ
ソ
の
よ
う
な
ホ
ン
ト
の
話

工
事
現
場
で
起
き
た
こ
と

日
奈
久
歴
史
散
歩

グループ内の意見を

発表する生徒

避
難
方
法
を
考
え
る

美
味
し
く
な
り
ま
す
よ
う
に

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
試
食
会
実
施

料理を前に意見交換する

参加者

10
月
21
日(

土)

晴
天
な
が
ら
風
が

冷
た
い
中
、
34
人
の
参
加
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
６
班
に
分
か
れ
、
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
夢
見
な
が
ら
、
皆
さ
ん
奮
闘

し
ま
し
た
。
笑
い
声
や
「
惜
し
い
」

の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
大
会
で
し
た
。

(

主
催:

日
奈
久
ス
ポ
ー
ツ
協
会)

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。(

敬
称
略)

１
位
橋
口
勲
、
２
位
田
川
和
子
、
３

位
竹
内
ミ
エ
子
、
４
位
久
保
親
弘
、

５
位
木
村
則
生
、
６
位
樫
山
ト
ミ
子

大
会
の
中
で
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

達
成
者
は
川
﨑

英
嗣
、
米
﨑
孝

之
、
久
保
賢
二
、

橋
口
勲
、
久
保

豊
、
樫
山
ト
ミ

子
の
皆
さ
ん
で

し
た
。

盛
況
だ
っ
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

「
遭
難
の
碑
」
と
周
辺
を
清
掃
し
た
後
、

日
奈
久
小
村
山
校
長
の
話
が
あ
り
、
両
校

代
表
が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
日

奈
久
小
５
年
生
代
表
の
福
田
紗
愛
さ
ん
は

「
私
た
ち
は
１
９
４
９
年
の
津
森
小
遊
覧

船
転
覆
事
故
の
こ
と
を
忘
れ
ず
、
自
分
の

命
や
友
達
の
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
献
花
、
黙
と
う
を
し
ま
し
た
。

遭
難
事
故
か
ら
74
年
が
経
過
し
ま
す
が
、

日
奈
久
小
で
は
毎
年
10
月
の
「
命
の
日
集

会
」
で
、
遭
難
事
故
の
際
、
日
奈
久
の
方

が
懸
命
に
救
助
活
動
を
さ
れ
た
こ
と
を
学

び
ま
す
。
津
森
小
で
は
11
月
５
日
に
「
命

の
日
学
校
集
会
」
と
し
て
、
当
時
事
故
に

が
ら
修
正
し
て
い
き
「
こ
っ
ち
の
方
が
食

べ
や
す
い
。
」
「
味
は
こ
っ
ち
が
良
い
。
」

な
ど
の
感
想
で
料
理
が
確
定
し
て
い
き
ま

し
た
。
ポ
ス
タ
ー
も
完
成
し
、
各
町
内
掲

示
板
に
貼
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
番
は

来
年
１
月
14
日(

日)

で
す
。

10
月
13
日
（
金
）
日
奈
久
小
５
年
生
13

人
と
津
森
小
５
年
生
20
人
が
合
同
で
、

「
津
森
小
学
校
遭
難
の
碑
」
で
清
掃
と
献

花
、
追
悼
式
典
を
行
い
ま
し
た
。
両
校
が

合
同
で
こ
の
よ
う
な
取
組
を
行
う
の
は
初

め
て
の
こ
と
で
す
。
両
校
は
12
日
（
木
）

か
ら
、
「
水
俣
に
学
ぶ
肥
後
っ
子
教
室
」

と
「
集
団
宿
泊
教
室
」
を
同
じ
日
程
で
体

験
し
、
最
後
の
学
習
と
し
て
合
同
の
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

ば
ん
ぺ
い
湯
か
ら
の
お
知
ら
せ

11
月
の
休
館
日
は
、
11
月
７
日(

火)

(

ボ
イ
ラ
ー
交
換
工
事
の
た
め)

と
11
月

21
日(

火)

で
す
。

遭
わ
れ
た
同
級
生
の
方
を
招
い
て
、
お
話

を
聞
き
、
学
習
し
て
い
ま
す
。
日
奈
久
小

５
年
生
の
浅
川
璃
音
さ
ん
は
、
「
亡
く
な

ら
れ
た
24
人
の
方
の
分
も
、
し
っ
か
り
と

生
き
て
い
き
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し

た
。こ

の
取
組
に
よ
り
、
両
校
の
絆
が
一
層

深
ま
り
、
自
他
の
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て

考
え
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

誓いの言葉を述べる２校の代表

ナイスショット

最後はみんなで記念撮影

日
奈
久
中
学
校
で

防
災
教
育
モ
デ
ル
授
業
実
施
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２

西
﨑
七
海
さ
ん
は
、
官
民
協
働
海
外
留

学
支
援
制
度
～
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
～
２
０
２
３
年
度
派
遣
留
学
生
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
と
は
、
文
部
科
学
省
な
ど

が
行
っ
て
い
る
留
学
奨
学
金
制
度
で
す
。

以
前
か
ら
留
学
を
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
西
﨑
さ
ん
は
、
学
校
の
先
生
の
紹

介
で
受
験
し
ま
し
た
。
一
次
の
書
類
審
査

で
は
、
10
項
目
以
上
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
ま
し
た
。
中
に
は

長
文
で
ま
と
め
た
も
の
も
あ
り
、
無
事
審

査
を
通
過
し
ま
し
た
。
二
次
審
査
の
面
接

は
、
福
岡
で
あ
り
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

(

写
真
や
文
字
で
表
現
す
る
ス
ラ
イ
ド)

を
使
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン(

表
現

や
提
示
す
る
こ
と)

し
た
こ
と
に
つ
い
て

質
問
さ
れ
ま
し
た
。
厳
し
い
審
査
を
通
過

し
て
，
今
回
の
留
学
が
決
ま
り
ま
し
た
。

西
﨑
さ
ん
の
留
学
テ
ー
マ
は
、
「
日
奈

久
温
泉
の
町
を
最
高
の
観
光
地
へ
！
」
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
「
①
海
外
の
人
に
も

分
か
り
や
す
い
観
光
マ
ッ
プ
を
作
り
た
い
！

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
日
奈
久
の
町
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
！
③
地
域
の
皆
さ
ん
の
思
い
を

形
に
し
た
い
！
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
留
学
先
の
マ
ル
タ
共
和
国
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
イ
タ
リ
ア
の
南
部
地
中
海
に
浮

か
ぶ
小
さ
な
島
国
で
す
。
島
の
中
心
産
業

は
観
光
で
、
世
界
各
地
か
ら
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
観
光
客
や

現
地
の
人
た
ち
に
、
日
本
に
行
っ
た
ら
ど

ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
か
を
聞
き
、

今
後
日
奈
久
の
観
光
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
目
を
輝
か
し
て

い
ま
し
た
。

留
学
は
、
３
月
９
日
に
日
本
を
出
発
し
、

中
東
の
ド
バ
イ
を
経
由
し
て
マ
ル
タ
共
和

国
に
入
国
し
ま
す
。
３
月
31
日
に
帰
国
す

る
ま
で
20
日
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
、

語
学
学
校
に
通
い
な
が
ら
、
観
光
地
域
作

り
に
つ
い
て
学
ぶ
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
11
月
11
日(

土)

午
後
に
開
催

さ
れ
る
日
奈
久
中
学
校
文
化
祭
で
も
発
表

し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
俳
句
入
賞
作
品
】

【
大
賞
】

悴
み
て
悴
み
し
子
の
手
を
つ
つ
む

か
じ
か

か
じ
か

吉
崎
和
郎
（
熊
本
市
）

【
選
者
特
選
】

前
山
光
則
選

秋
霖
や
深
き
眠
り
の
日
奈
久
宿

松
瀬
む
つ
江
（
玉
名
市
）

山
下
し
げ
人
選

秋
の
葉

夕
日
の
よ
う
に
温
か
い

本
山
陽
依
梨
（
郡
築
小
６
年
）

・
・
一
般
の
部
・
・

【
秀
作
】

稽
古
着
の
藍
の
お
ち
つ
く
今
朝
の
秋

梶
原
マ
サ
子
（
宗
像
市
）

生
き
下
手
の
身
に
有
り
余
る
星
月
夜

山
田
節
子
（
美
里
町
）

秋
潮
の
寄
せ
る
岸
壁
海
難
碑

真
木
文
子
（
八
代
市
）

【
入
選
】
佐
藤
さ
よ
子
（
熊
本
市
）
白
木

智
子
（
八
代
市
）
宇
野
木
邦
子
（
熊
本
市
）

力
幸
子
（
菊
陽
町
）
畑
田
孝
子
（
美
里
町
）

・
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
・
・

【
秀
作
】

秋
の
空
な
ん
も
な
い
け
ど
そ
れ
が
い
い

黒
木
謙
心
（
日
奈
久
小
５
年
）

雪
解
け
て
新
た
な
命
ま
た
一
つ

上
田
脩
二
（
竜
北
中
３
年
）

【
入
選
】
梅
津
淳
平
（
郡
築
小
６
年
）
中

村
朱
里
（
竜
北
中
３
年
）
上
村
右
晋
（
千

丁
中
３
年
）
中
本
颯
太
（
八
代
第
二
中
３

年
）
橋
口
蒼
生
（
八
代
第
一
中
２
年
）

投
句
数
は
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
６
１
７
句
、

一
般
の
部
１
７
６
句
で
し
た
。

【
絵
手
紙
・
俳
画
入
賞
作
品
】

【
特
選
】

【
入
選
】

トビタテ！留学ＪＡＰＡＮの旗の前で西﨑さん

２
０
２
４
年
３
月
、
マ
ル
タ
共
和
国
に
留
学
し
ま
す

「
観
光
地
域
作
り
」
を
学
び
、
日
奈
久
に
生
か
し
た
い

西
﨑
七
海
さ
ん
（
白
百
合
学
園
高
２
年
）
大
坪
町
在
住

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
広
が
り
が
少
し
ず

つ
収
ま
っ
て
い
く
中
、
猛
暑
を
心
配
し
な

が
ら
、
一
ヶ
月
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ゆ
め
倉
庫
の
く
ま
モ
ン
は
、
担
当
者
が

試
行
錯
誤
し
、
見
事
、
山
頭
火
に
変
身
。

訪
れ
た
方
々
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

今
回
は
、

熊
本
学
園
大

か
ら
６
人
の

学
生
が
運
営

に
参
加
し
ま

し
た
。
地
域
づ
く
り
を
学
ん
で
今
後
に
生

か
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

【
日
奈
久
街
並
み
再
発
見
】

～
歩
い
て
学
ん
で
景
品
ゲ
ッ
ト
！

～

９
月
23
日
（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

15
人
が
参
加
し
、
９
時
30
分
か
ら
池
田

山
頭
火
の
楽
し
い
案
内
で
街
巡
り
。
五
ヵ

所
の
ク
イ
ズ
で
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
・
味
噌

セ
ッ
ト
・
入
浴
券
・
ち
く
わ
セ
ッ
ト
・
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
正
解
者
に
わ
た
り
大

喜
び
で
し
た
。
街
巡
り
の
最
後
に
、
１
名

が
「
ば
ん
ぺ
い
湯
一
ヶ
月
フ
リ
ー
パ
ス
券
」

を
ゲ
ッ
ト
。
日
奈
久
の
魅
力
再
発
見
の
半

日
で
し
た
。

【
山
頭
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

13
時
30
分
～
16
時

日
奈
久
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ー
ル
の
「
希
望
」

「
ふ
る
さ
と
は
今
も
か
わ
ら
ず
」
の
美
し

い
歌
声
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

14
時
か
ら

未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
鳥
津
亮
二
さ
ん
講
演
会
。

「
そ
う
だ
っ
た
の
か
！

八
代
と
種
田
山
頭
火
」

愛
媛
県
松
山
市
の
子
規
記
念
館
に
あ
る

昭
和
５
年
に
山
頭
火
が
書
い
た
「
行
乞
記
」

原
本
、
句
友
に
出
し
た
ハ
ガ
キ
な
ど
の
資

料
を
再
点
検
し
、
八
代
・
日
奈
久
で
も
句

を
創
作
・
推
敲
し

「
大
空
の
下
を
行
く
何
処
へ
行
く
」

か
ら

「
炎
天
の
下
を

何
処
へ
ゆ
く
」

の
句
を
生
み
出
し

た
と
事
実
を
例
示

し
て
の
分
か
り
や

す
い
講
演
で
し
た
。

【
お
り
や
句
会
】

９
月
26
日
（
火
）
13
時
～
16
時

11
人
が
参
加
し
、
55
句
か
ら

「
虫
の
音
や

夜
空
に
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

吉
崎
和
郎(

熊
本
市)

が
天
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
山
頭
火
ウ
ォ
ー
ク
】

10
月
１
日
（
日
）
９
時
～
15
時

曇
り
空
の
下
、
45
人
の
参
加
者
が
球
磨

川
河
川
敷
緑
地
か
ら
温
泉
神
社
ま
で
13
㎞

の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。
お
に
ぎ
り
弁

当
で
一
息
、
温
泉
に
つ
か
り
疲
れ
を
と
り
、

ゆ
め
倉
庫
で
抽
選
会
。
た
く
さ
ん
の
景
品

に
み
な
さ
ん
大
満
足
で
し
た
。

第
24
回
「九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」閉
幕

実行委員長賞

岡下実生

（八代工業高２年）

実行委員長賞

亀山瑠那

（八千杷小４年）

日奈久郵便局賞

富田紗世

（八千把小５年）

ＤＭＯやつしろ賞

楠原なぎさ

（八代市豊原下町）

湯の里日奈久振興会賞

渡辺久己

（八代市松崎町）

日奈久温泉旅館組合賞

山本梓乃

（八代市鏡町）

【
佳
作
】
竹
田
澄
子
（
日
奈
久
）
今
福
和

歌
子

大
田
輝
幸

角
義
雄

坂
田
富
士

子

澤
村
俊
子

鶴
﨑
ツ
エ
子

藤
浦
裕

一
郎

藤
門
葉
子

前
田
タ
ミ
子

山
田

朝
子
（
以
上
八
代
市
）
五
嶋
カ
ツ
ヱ

坂

田
靖
子
（
以
上
山
都
町
）
宮
地
政
弘
（
奈

良
市
）
齊
藤
の
り
子
（
熊
本
市
）

応
募
点
数

一
般
91
点

子
供
（
中
学

生
以
下
）
41
点

計
１
３
２
点

西﨑七海さん

【
作
品
展
の
お
知
ら
せ
】

10
月
22
日
～
11
月
６
日

ホ
テ
ル
潮
青
閣
で
全
作
品
展
示

11
月
７
日
～
16
日
（
土
、
日
休
業
日
）

日
奈
久
郵
便
局
で
受
賞
作
品
展

審査員賞

石田泰子
（八代市永碇町）

ばんぺい湯賞
山口みゆう

（熊本市渡鹿 小６年）

４
年
ぶ
り
に
日
奈
久
阿
蘇
神
社
例
大
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
14
日(

土)

に
行

わ
れ
た
前
夜
祭
で
は
、

神
事
の
後
、
か
わ
い
い

稚
児
の
舞
や
中
学
生
の

ダ
ン
ス
、
手
品
に
中
国

琵
琶
演
奏
、
よ
さ
こ
い
ダ
ン
ス
な
ど
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
開
催
で
、

多
く
の
観
客
が
秋
の
宵
を
楽
し
み
ま
し
た
。

10
月
15
日(

日
）
の
大
祭
で
は
、
神
事

の
後
、
小
雨
が
ぱ
ら
つ
い
た
た
め
に
、
ち

び
っ
子
神
輿
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
園

児
達
の
元
気
な
か
け
声
が
境
内
に
響
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
秀
岳
館
高
校
の
雅
太
鼓

の
勇
壮
な
演
奏
に
、
会
場
は
一
気
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

園
児
達
の
ち
び
っ
子
相
撲
の
後
は
、
赤

ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
で
し
た
。
今
年
は
当
日

申
し
込
み
が
多
く

全
部
で
15
人
の
赤

ち
ゃ
ん
が
化
粧

ま
わ
し
を
着
け
、

土
俵
入
り
し
ま
し

た
。
力
士
に
抱

か
れ
る
と
大
き
な

声
で
泣
き
出
す
子

も
い
て
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

午
後
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
請
前
の
新
田
町
の
皆
さ
ん

及
び
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
準
備
か
ら
後
片

付
け
ま
で
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

盛
り
上
が
っ
た

日
奈
久
阿
蘇
神
社
例
大
祭

赤ちゃんの健やかな成長を

祈る土俵入り

※１０月２１日(土)日奈久ゆめ倉庫において、各入賞者の表彰式が開催されました。


